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児童の社会参画力の素地を育成する社会科学習の在り方 

―科学的認識の獲得と社会との接点の設定を通してー 

 千葉市立おゆみ野南小学校 教諭 永井 公明 

《研究の概要》 

 本研究の目的は、より良い社会を創造し、主体的に社会に参画しようとする社会参画力の素地を育成する学習

指導の在り方について明らかにすることである。そのために、科学的認識をもって、児童が社会に対して価値判

断や意思決定を行えるように単元構成を工夫した。また、科学的認識の獲得を阻害する要因への対処や社会との

接点のもち方を工夫したことで、社会参画力の素地を育むことができた。 

 

１ 問題の所在 

 児童を取り巻く社会は、急速に変化している。イン

ターネットの普及、人工知能の高度化は、産業の様相

を大きく変え、私たちの生活をより豊かなものにして

いる。一方で、少子高齢化や悪化する環境への対処と

いった課題が山積しており、それらは、どれも緊急性

を要するものばかりである。こうした社会を背景に、

より良い社会を創造し、主体的に社会に関わろうとす

る意欲や態度の育成が学校教育の課題として位置付

けられている。例えば、国立教育政策研究所（2013）

では、「21 世紀型能力」において、習得した知識や技

能を生かし、より良い社会を目指す力を「社会参画力」

とし、その育成の重要性を謳っている。 

岩田（2001）は、社会科学習において、「科学的認識

（問題解決に必要な汎用的な知）の育成」を重視し、

この科学的認識をもって、社会に対して価値判断、意

思決定、行動化を行う場を設定すれば、社会参画力は

育まれるとした。 

しかし、筆者の従来の実践においては、児童の不足

している知識を見取り、学習過程において適切に獲得

させた上で社会への行動化の場面を設定しても、社会

参画力の育成に届いていないと思われる児童が見ら

れた。その要因として考えられるのは以下の３点であ

る。 

 第一に、児童の実態把握や単元の学習において、個

別の知識の見取りや教授に指導が偏っていたのでは

ないかという点である。科学的認識とは、個別の知識

を指すのではなく、個々の知識を関連付けた汎用的な

知識であると捉えるべきである。なぜなら、社会参画

力の育成が、社会科で学習した知識や態度を実社会に

転移するという文脈で定義されているからである。第

二に、児童の科学的認識の獲得を阻害する要因に目を

向けられていなかった点である。児童は社会について

の知識を社会科の学習でのみ獲得しているのではな

い。日常生活において様々な社会的事象と接している

のである。しかし、生活範囲の狭さなどから、誤った

認識をもったり、固定的・限定的な視点で社会を見て

しまったりすることが起こり得る。誤認識をフレーム

ワークに社会を捉えると、問題を正しく捉えられず、

固定的・限定的な視点で社会を捉えると、社会のより

良い今後を考えていくという視点がもてない可能性

がある。第三に、学習の終末において児童が社会と関

わることに重きを置き過ぎていたのではないかとい

う点である。社会参画力の育成においては、社会への

行動化が求められる。そのため、単元の学習の終末に、

社会への行動化の場面を設定することも多かった。し

かし、授業内で行動化まで求めると、どうしても教師

が設定した活動という強制力が働いてしまう。本来社

会への行動は、個々の選択・判断を基に自発的に行わ

れるべきである。 

 以上の課題に対処し、児童の社会参画力の素地を育

成するための学習指導の方法について研究するため

に本主題を設定した。 

２ 研究の目的と方法 

（１）研究の目的 

 科学的認識の獲得を通して、社会参画力の素地の育

成を図る社会科学習の在り方を示す。 

（２）研究の方法 
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 社会参画力の素地を育成するために、社会参画力の

素地育成を阻害する要因に着目し、そこへの対処を含

めた単元構成の方法を工夫する。また、小学校社会科

教育において、児童はどのような形で社会との接点を

もつべきかを追究することで児童の科学的認識の獲

得を促す。その上で社会への選択・判断を行う活動を

取り入れることで、社会参画力の素地を育成すること

を目指す。なお、社会との接点については、科学的認

識獲得の過程において設定し、授業内で行動化を意図

した時間は設定しない。そのため、本研究の目標を社

会参画力の「素地」育成とし、社会への選択・判断ま

での過程を重視する。 

３ 研究内容１（「くらしをささえる水」の実践） 

（１）本単元において育む社会参画力の素地について 

 水が人々の健康な生活や良好な生活環境の維持向

上に不可欠であることを捉えると共に、水資源等の共

通財を持続的に活用していくために、どのように関わ

っていくべきかを考えることができる態度と捉える。 

（２）児童の実態に則した単元構成 

①学習前の児童の実態 

 
児童の認識 事実 

地球の大部分は水で構成されているため、水が
使えなくなることはない。 

地球表面を覆う水の大部分は海水で、淡水はわ
ずか2.5％に過ぎない。 

私たちの社会には水を浄化する仕組みがあるた
め、水が使えなくなることはない。 

浄水場には複数の工程があり、仕組みを維持し
ていく必要がある。 

私たちの社会には使用した水を適切に処理し、
循環させる仕組みがあるため水が使えなくなる
ことはない。 

排水の処理には多くの水を必要とする。また、浄
化した水は直接生活用水のサイクルに戻るので
はなく、自然の浄化サイクルも経由する。 

日常生活で水に対する問題を感じたことはな
い。 

水環境の維持・向上を意識していかなければ環
境の悪化もあり得る。 

[表１]は、学習前に行った実態調査において６割

以上の児童が記載した解答を抜粋したものである。

児童の認識を見ると、浄水施設や下水処理施設を含

めた循環の仕組みを概ね理解しており、多くの児童

が学習前において必要な知識を有しているように見

える。しかし、「水資源の持続性」という文脈で見る

と、事実と児童の認識の間に相違、つまり、誤認識

があることがわかる。 

②児童の実態を踏まえた科学的認識獲得過程の設定 

 社会参画力の素地育成を阻害する要因を、児童が

日常生活において獲得する誤認識にも目を向け、見

取ることとした。進藤（2002）は、このような誤認

識を「①生活で能動的に獲得する②日常経験の範囲

の狭さによってもたらされる③各人の見方・考え方

によって構成される」とし、児童の科学的認識の獲

得を阻害し得ると述べた。本学級の児童の実態を見

ると「水は普遍的に使用できる」という誤認識は、

安全な水が即時に手に入る環境下で醸成されたもの

であり、このような誤認識をフレームワークとして

水環境に対する社会の課題を考えても、本単元でね

らう社会参画力の素地育成には届かないと考えた。

そこで、このような誤認識を正確な科学的認識に更

新した上で社会に対して価値判断や意思決定を行う

といった単元構成が必要であると考え、[表２]のよ

うな科学的認識獲得過程を設定した。 

 

 
③単元構成の工夫 

 

 
[表３]は、児童の科学的認識獲得過程を踏まえて行

った単元構成である。本研究では、社会参画力の素地

育成のために①実態調査で見取った児童の誤認識に

対して、正しい知識の習得をもって科学的認識への更

新を図る②水資源の学習を通して得た科学的認識を

一般化することによって自然資源全般に児童の視点

を広げる③社会との接点について、社会的課題を身近

に捉えさせるため地域の教材を開発し、社会の自然資

源を守るために尽力している人々との交流を行うと

いう過程を設定することとした。 

（３）研究の実際 

①誤認識の顕在化 

第１ 

段階 

誤認識を思考の枠組みとしている段階 

「水が使えなくなることはない」という認識を基にして考えている段階 

第２ 

段階 

具体的事実を受け入れていながらも、誤認識を枠組みにしている段階 

水の循環に関する知識を獲得しているが、「水が使えなくなることはない」とい

う認識を基に考えている段階 

第３ 

段階 

科学的認識を枠組みとして考えているが、視点の広がりがなく、個別的な段階 

水が使えなくなる可能性を理解していながらも、個別的な視点で考えている段階 

第４ 

段階 

科学的認識を有し、社会的事象を具体的事実の枠組みの中に統合する段階 

水が使えなくなる可能性を具体的に理解しており、その事実を基に地域社会の問

題について考えられる段階 

 

学習のねらい 学習活動 予想される児童の反応 児童が獲得する知識 

誤認識の 
顕在化 

・学校内の水道設備の見学 
・水循環図の作成 

・私たちは安全な水を使用し
続けることができるだろう
か。（追究課題） 

 

葛藤状態 
の設定 

・動画資料「アイシャの一日」
の視聴 

・なぜ地球にはたくさんの水
があるのに、水が自由に手
に入らない地域があるの
か。 

・水の循環について調べる必
要がある。 

 

誤認識から
科学的認識 
への更新 

・ＮＰＯ法人水道千葉による出
前授業（浄水場の仕組） 

・生活用水に使える水は少な
い。もしかしたら安全な水
は使えなくなるかもしれな
い。 

・下水を処理して安全な水に
もどせば、安全な水が使え
なくなることはない。下水
の処理について知りたい。 

・浄水場では多くの工
程を経て水を浄化
している。 

・浄水場に送られる水
は淡水のみである。 

・下水道教室（排水の処理や浄
化の仕組み） 

・私たちが使った水は簡単に
は生活のサイクルに戻って
こない。 

・水は無限に循環している訳
ではない。 

・私たちの周りの水環境は大
丈夫なのだろうか。 

・排水の処理には多く
の水を必要とする。 

・浄化された水はすぐ
に生活用水のサイ
クルに戻ってくる
訳ではない。 

地域的 
諸課題 
の提示 

・身近な水資源の現状の理解 ・私たちの身近な場所の水資
源には課題がある。 

・水資源の状況を改善するた
めに活動している人はいな
いのだろうか。 

・身近な地域の水資源
には課題が存在す
る。 

科学的認識
の一般化 

・サントリーによる出前授業 ・私たちは身近な川だけでは
なく、その周りの森などの
環境にも目を向けていかな
ければならない。 

・水源の森の環境は人
間の生活の影響を
受けて悪化してい
る。 

・市役所による出前授業 ・多くの人が水資源を改善す
るために力を尽くしてい
る。私たちにも出来ること
があるのではないか。 

・水環境の改善・保全
のために多くの人
が協力している。 

社会に対し
ての価値判
断・意思決

定 

・水循環図の作成 
・おゆみ野水環境保全計画の作
成 

・水循環の様々な場所で私た
ちの生活が影響している 

・私たちが考えた改善策にア
ドバイスがほしい。 

 

・市役所（環境保全課、治水総
合課、こども企画課）との交
流 

・私たちは今後どのように水
と関わっていくべきだろう
か。 

 

 

科
学
的
認
識 

獲
得
の
過
程 [表１]学習前の実態調査・児童の認識と事実との比較 

 

[表２]児童の科学的認識獲得過程 

 

[表３]社会参画力の素地を育むための単元構成 
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実態調査で見取った児童の誤認識は、日常生活の中

で能動的に獲得されているため、無意識のうちに形成

されていることが多い。まずは、児童が水に対してど

のような認識をもっているのか顕在化する必要があ

ると考え、[資料１]のような図を作成した。多くの児

童が「水を無目的に使い続けるのは良くない。しかし、

水は無限に循環しているため、仮に使い続けてもなく

なることはない」という認識をもっていることを共有

した。 

 

 

 

 

 

  

 

 

②葛藤状態の設定 

 児童の中で形成されている誤認識に揺さぶりをか

け、追究課題を明確にするため、動画資料（「アイシ

ャの一日」）を用いた。地球の大部分が水で構成され

ているため、水は十分にあると考えていた児童は、水

が不足している地域が存在するという事実から「今後

も安全な水を使い続けていくことができるのか」とい

う課題について追究していきたいという意欲を高め

ていた。 

③誤認識から科学的認識への更新 

葛藤状態にある児童の誤認識を科学的認識に更新

するためには、具体的な事実に触れ、知識を獲得して

いく必要がある。児童は、ＮＰＯ法人水道千葉の出前

授業や下水道教室の様子を通して、「地球に存在する

水の全てを生活用水に活用できる」「水は使った分だ

け浄化して、また生活サイクルにすぐに戻ってくる」

といった認識が誤りであることに気付き、「私たちの

周りの水環境は大丈夫なのか調べたい」という思いを

強くしていた。 

④地域的諸課題の提示 

 

[資料２]は、浄水場の処理の仕組み等の学習を終え

た児童の感想である。自分たちが水に対してもってい

た認識に誤りがあると気付いた児童だったが、「水は

使えなくなる可能性がある」ということは理解してい

ても「自分たちの行動次第で」と語れる児童は少なか

った。つまり、社会の課題が自分事となっていなかっ

た。これでは正しい科学的認識をもっても、それを社

会に活かそうという態度につながらない。そこで近隣

の川の様子の観察やＢＯＤ値の測定を行い、児童に示

した。自分たちの生活する地域の川の現状を知った児

童は、川が汚れる原因について調べたいという思いを

もち、自分たちの生活が水環境に影響を与え得ること

を理解した。 

⑤科学的認識の一般化 

 社会の課題について理解し、それらが自分たちの生

活とつながっていると気付いた児童であったが、その

視点は水環境に止まっており、限定的であった。社会

参画力の素地育成のためには、水をとおして学習した

理解を他の自然にも向けていける汎用的なものとし

ていく必要がある。身近な水資源に課題があることを

知り、「環境悪化に対する対処をしている人々はいる

のか」といった疑問をもった児童は、サントリーで働

くＡさんや市役所（環境保全課、治水総合課、こども

企画課）との交流を行った。学習をとおして、サント

リーが飲料水を作る際に必要な水源の森の汚れは、人

が出したごみが、川や海を通って森に行きつくことが

原因であることを知った。このことをつかんだ児童の

視点は海や川などの水資源から、森などの周辺の自然

にまで広がった。また、悪化する自然環境を守るため

に多くの大人が様々な活動をしていることをつかん

だ。環境の悪化を悲観的に捉えていた児童であったが、

地域を構成する人々が懸命に努力し、水環境の改善に

努めている事実から[資料３]のように「私たちの関わ

り方次第で安全な水を使い続けていくことができる

のではないか」という思いを強くしていた。 

 

 

 

 

私は意見が変わり、安全な水は使い続けられないのではないかと思
いました。なぜなら、海の水は使えず、地球上の1/1000しか使える水
はないので、いつか使えなくなるのではないかと思いました。 

[資料１]児童が書いた水の循環予想図 

 

[資料２]4時間目終了後の児童の感想 

 

[資料３]８時間目終了後の児童の感想 

 

私は安全な水を使い続けるためには、自分たちがどんな行動をするかにかかって
いるのだと思いました。なぜなら水はいつでもどんどん出てくるとは限らないから
です。例えば森などにごみを捨てるとか、手入れをしないままにすると環境がこわ
れ、安全に使える水は減ってしまいます。 
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⑥社会に対しての価値判断・意思決定 

ア 水循環図の作成 

 児童の「今後安全な水を使い続けていくために、自

分たちができることを知りたい。もう一度水循環の仕

組を整理し、自分たちの生活がどのような影響を与え

ているのかを知りたい。」という思いから再度水循環

図の作成を行った。青い付箋紙に「今後も維持してい

きたい水循環の仕組み」、赤い付箋紙に「自分たちの生

活が水循環に与えている悪影響」を書き出し、整理す

ることで、自分たちが水環境保全のために行っていか

なければいけないことを焦点化することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

イ「おゆみ野南水環境保全計画」の作成 

 水循環図の作成によって、自分たちの生活が水環境

に様々な影響を与えることを理解した児童は、「おゆ

み野南水環境保全計画」を作成し、水環境の保全のた

めに自分たちにできることを具体化した。[資料５]の

ように、「水を無駄遣いしない」といった意見だけでは

なく、「水源の自然を守る」「身近な環境の破壊が水資

源の枯渇とつながっている」といった水環境の学習で

得た知識を周辺環境に広げて汎用的に活用している

姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦社会を構成する人材との交流 

 科学的認識獲得の過程から継続して社会を構成す

る大人と関わり、様々な知識を得てきた児童は、「自

分たちの考えが社会にとって有益なものであるかア

ドバイスがほしい」という思いをもった。そこで市

役所の方々に来ていただき、児童の「おゆみ野南水

環境保全計画」の発表に対して意見をいただいた。

[資料７]のように、様々な気付きをもった児童は、

自身の意識を高めると共に、周囲の人々に普及させ

ていくことを社会参画の形として認識した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

（４）単元の総括と浮上した課題 

 児童は、獲得した「水は使えなくなる可能性があ

り、持続的活用には人々の努力が必要である」とい

った科学的認識を、自身や地域の水の使用状況、水

資源持続のために努力している人々の取組や思い、

水資源維持と自身の生活とのつながり等の事実と演

繹的に思考することで[表４]のように社会参画力の

素地を育成することができた。 

 

 

 しかし、社会参画力の素地育成について、他の単元

ではどのような手立てを打つべきか不明瞭であった。

例えば本実践では、児童が日常生活の中で獲得してい

る誤認識を社会参画力の素地育成を阻害する要因と

して見取ったが、他の単元でも同様であるとは限らな

いと考えた。また、科学的認識を汎用的に活用できる

知識であると捉えるならば、本単元で獲得した認識が

他単元でも活用されていなければならない。これらに
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[資料４]児童が作成した水循環図（一部抜粋） 

 

[資料５]児童が作成したおゆみ野南水環境保全計画 

 

[資料６]環境保全課、治水総合課、こども企画課との交流の様子 

 
（Ａ児）初めは、水循環があるから大丈夫だと思っていたけど、学習をしていく内に
どんどん意見が変わってきて、今は人の関わり方次第で変わるという答えを知った。
また、水への思いや関わり方も変わった。これからは、今できる最低限のことをし、
大人になったら色々な知識をもち、人々に伝えられると、良い世の中になると思う。 
（Ｂ児）「大人にしかできないことは力仕事だけ。自分たち子どもにもできることが
ほとんど」と市役所の人が言っていた。だからその言葉を信じて、私たちのできるこ
とをできるだけやって、水循環を守っていきたい。 
（Ｃ児）自分たちの行動が水にとても関係しているのだと思った。なぜなら、ごみを
捨てれば森などが汚れ、その森は水を貯えたりきれいにしたりできなくなってしま
うからだ。未来に自分や他の人が困らないように、そして自分たちが安心安全に飲み
続けられるようにできることをしたい。 

[資料７]単元学習後の児童の感想 

 

[表４]単元学習後における児童の見取り 
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ついて他単元での検討を通して検証することとした。 

４ 研究内容２（「県内の特色ある地域」の実践） 

（１）本単元において育む社会参画力の素地について 

 自身の所属する社会が、自身やそこに住む人々にと

って、より良いものになるにはどうすればよいか問い

続けていく姿勢の素地を育てることであると捉える。 

（２）児童の実態に則した単元構成 

①学習前の児童の実態 

 

 

[表５]を見ると、まちは地理的な特色等と結びつ

いて形成されることなど、児童は一見単元の学習に

おいて必要な知識を有しているように見えた。しか

し、現在のまちの自身にとっての利便性のみを見

て、良いまちの特徴であると捉えるなど、その視点

は限定的・固定的であった。これらが社会参画力の

素地育成を阻害する要因であると考えた。 

②社会参画力の素地育成を阻害する児童の限定的・固定的視点  

 

 

 

 

 

 

 

良いまちは「自身にとって」という主語も内包され

ているとはいえ、「まちに住む多くの人にとって」とい

う文脈で考えられなければいけない。さらに、まちの

良い部分への捉えも大切だが、課題にも目を向けてい

く必要がある。なぜなら過去から現在に至るまで、社

会には常に課題が存在しており、社会参画力の素地育

成のためには、課題改善によるより良いまちの創造と

いう視点が不可欠だからである。そこで、[表６]のよ

うに時間的視点をもって科学的認識の獲得を図る過

程を設定した。 

③単元構成の工夫 

空間的広がりをもって科学的認識獲得を目指した

水単元とは異なり、過去から現在にかけて、どのよう

にまちが変化してきたのか、時間的な視点をもって野

田市を捉えさせたいと考え、[表７]のような単元構成

とした。先人がまちの課題を改善し、そこに住む人々

の思いや願いを汲み取りながらまちづくりを進めた

過程を知ることで、自身の住む社会についても同様の

視点をもって捉えていけるのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）研究の実際 

①科学的認識獲得の過程 

野田市の特色である醤油産業について理解した児

童に、野田市の醤油生産量が大きく落ち込んだ過去

の事実を提示した。現在のまちのみに目を向けてい

た児童は、「醤油のまち野田市がどのように形作ら

れたのかを知ることで、良いまちとはどのようなま

ちなのかわかるのではないか」といった追究意欲を

高めていた。ほとんどの児童は、醤油醸造家達が醤

油生産に関する設備投資を中心に課題の改善を図っ

たのではないかと予想した。しかし実際は、鉄道の

敷設、水道の整備だけではなく、学校や公民館、公

園の建設等醤油生産とは直接関連がないと思われる

施設の建造にも多くの資金を割いていたことが分か

った。[資料８]に表れているように、児童は、醤油

醸造家達が、まちに住む人々のためのまちづくりと

醤油生産を同様に重要であると考え、まちづくりを

行ってきたことを理解した。 

 

 

 

児童の認識 

まちは地域の特色等と結びついて形成される。 

良いまちとは、商業施設等便利な施設があるまちを指す。 

良いまちとは経済的に豊かなまちである。 

まちは特色と結びついて形成されるため、大きく変化するとは考えづらい。 

 

科
学
的
認
識 

獲
得
の
過
程 

[表５]学習前の実態調査 

 

[表６]児童の科学的認識獲得過程 

 

 

[表７]社会参画力の素地を育むための単元構成 

 
学習のねらい 学習活動 予想される児童の反応 児童が獲得する知識 
誤認識の 
顕在化 

・「良いまち」につい
て話し合う。 

・良いまちとはどのようなまちなのだ
ろうか（追究課題） 

 

葛藤状態 
の設定 

・他地域の町との比較 ・良いまちには、自分たちが考えてい
たものと違う要素があるのかもしれ
ない。 

 

誤認識から科
学的認識への

更新 

・野田市の特色につい
て知る。 

・野田市は醤油作りが盛んで、それは
近くで原料がとれることや水運と関
係していた。 

・野田市がどのように発展してきたの
かが分かれば、良いまちとはどのよ
うなまちなのかを知ることができる
のではないだろうか。 

・まちは地理的な
特色等と関連し
て形成されてい
る。 

・野田市の過去におけ
る課題について知
る。 

・醤油醸造家たちは、醤油の生産を上
げることを意識してまちづくりを行
ったはずだ。 

・醤油の生産量が低下した時、醤油醸
造家たちは何をしたのだろうか。 

・まちには課題が
存在している。 

・野田市の現在のまち
の様子を通して醤油
醸造家たちが行った
まちづくりについて
知る。 

・醤油醸造家たちは、醤油の生産だけで
はなく、人々のための施設を作るこ
とにもお金を使った。 

・良いまちとはそこに住む多くの人に
とって住みよいまちのことだ。 

・現在の野田市には課題はないのだろ
うか。 

・まちは、そこに住
む多くの人の思
いや願いが反映
された場所であ
る。 

地域的 
諸課題 
の提示 

・現在の野田市の課題
について知る。 

・「野田市総合計画」を見ると、野田
市は今ある課題を改善してより良い
まちをつくろうとしている。 

・他のまちはどうなのか。 

・まちは、課題の改
善を繰り返して
いる。 

科学的認識の
一般化 

・野田市のまちの変化
絵巻の作成 

・野田市以外のまちと
の比較 

・他のまちも野田市と同じように特色
を有している。そして課題を改善し
て良いまちへというサイクルを繰り
返している。 

・今後千葉の各まちはどのようなまち
になっていくのだろうか 

・どのまちも課題
改善のサイクル
は連続的に行わ
れている。 

社会に対して
の価値判断・
意思決定 

・千葉のまちの今後に
ついて考える。 

・自分たちが住むまちの今後について
も考えていく必要があるのではない
か。 

 

 

醤油醸造家は、醤油だけでなく、市の発展も考えました。野田市の人口を上げ、醤油も売れるよ
うにすることを一番の目標にし、人々を助けるという目標もあったのかなと思いました。学校は子
供が勉強し、成人し、野田市の発展に尽くせる。そして人が集まり醤油が売れる、となるからです。
良いまちとは、その地域の特色をいかした上で後のことを考え、人々のくらしを良くすることだと
思います。 

[表８]学習後の児童の感想 

 

第１ 

段階 

限定的・固定的な視点でまちを捉えている段階 

まちを「自身やその周辺の人々にとって便利かどうか」という視点で捉え、まち

の発展性について意識が及ばない段階 

第２ 

段階 

具体的事実を受け入れていながらも、限定的・固定的な視点をもってまちを捉えている段階 

まちが特色を有していること等を理解しているが、まちについて「自身やその周

辺の人々にとって便利かどうか」という視点で捉え、まちの発展性について意識

が及ばない段階 

第３ 

段階 

誤認識を枠組みとして考えているが、視点の広がりがなく、個別的な段階 

まちが、そこに住む多くの人々を主語として、より良い形になるよう課題改善を

繰り返していることを理解しているが、その認識は学習してきたまちに限定され

ているなど、個別的な段階。 

第４ 

段階 

科学的認識を有し、社会的事象を具体的事実の枠組みの中に統合する段階 

まちが、そこに住む多くの人々を主語として、より良い形になるよう課題改善を

繰り返しているという認識を一般化して捉えている段階。 
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②地域的諸課題の提示から科学的認識の一般化へ 

 過去から現在に至る過程で、まちがどのように変

化してきたかを学習してきた児童は、[資料９]のよ

うな「野田市のまちの変化絵巻」を作成した。まち

の変化を再認識すると共に、未来に向けて現在の市

がどのように変わろうとしているかに目を向けるこ

とができた。また、「野田市総合計画」や野田市役所

への質問などを通して、市が現在も課題に対処し、

より良いまちづくりを目指していることをつかむこ

とができた。その後、他のまちとの比較を通して、

良いまちが同様の経緯を経て成立してきた事実を確

かなものにし、科学的認識を一般化していった。 

 

 

 

 

 

 

（４）単元の総括 

[表８][資料10]を見ると、児童の認識が広がり、

まちが多くの人々にとってより良いものになるよう

課題改善を繰り返してきたことや、そのような過程

を今後も続けていくことの必要性を感じていること

がわかった。また、児童の感想には、環境問題が現

在のまちの課題として挙げられており、これらは水

やごみの学習を通して、獲得した認識に基づくもの

だと考察した。同様に、まちの特色と地理的特徴の

関連付けや災害への備えの必要性など、既習単元の

知識を踏まえた意見を多くの児童が表現していた。 

 

 

 

５ 研究のまとめ 

（１）成果 

 本実践終了後に行った追跡調査によれば、本学級の

７割を超える児童が、単元の学習後半年が経過しても、

水を含めた自然への配慮を行動に移して生活を送っ

ていると回答した。意思が持続している要因について、

ほとんどの児童が、自身の行動が自然環境の保全や破

壊に直接関係することをあげていた。つまり、自然破

壊によって自身の快適で安全な生活が損なわれるこ

とや、どのような行動が自然を破壊するのか、どのよ

うな方法で守れるのかといった論理を理解したこと

が大きかったと考える。このことから科学的認識を正

しい事実に基づいた汎用的知識と捉え、社会との適切

な関わりを通して獲得した科学的認識を基に、価値判

断・意思決定を行う社会科学習を行えば、社会参画力

の素地を育めることがわかった。 

（２）課題 

 社会への行動化について、本研究での実践のように

中学年においては、自身の身近な社会について学習す

るため、社会参画力の素地を育成すれば、児童自身が

授業外で行動につなげることは難しくない。しかし学

齢が上がるにつれ、学習対象である社会の範囲は広が

っていく。例えば高学年では、社会参画力の素地を育

成し、児童が授業外で自発的に社会への行動化を図ろ

うと思っても、学習した社会的事象が児童の日常生活

と離れており、個人では容易に行動化に移すことが難

しいという事態は起こり得る。このような課題解決の

方策について、今後も継続して研究を行っていきたい。 
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（Ａ児）良いまちとは、はじめは思いやりとか特色があふれるとか思っていたけど、今はそれだけじ

ゃないと思います。醤油醸造家達は人々の暮らしが良くなる一歩を考えて少しずつでもいいから後の

ことを思ってまちの発展に尽くしたのだと思いました。だから良いまちとは未来のことを考え、特色

を生かし、人々 の暮らしを一番に考えているまちだと思いました。 

（Ｂ児）良いまちとは人口がいて特色があればよいと思っていたけれど、今は課題と改善の繰り返し

ということ、そして、時間がたつと課題は必ず出てくるということに気付きました。例えば今は環境

の問題があるから、これを解決しないと完全な良いまちとは言えないと思います。良いまちとは、自

分たちが思っている良いまちに近づいていけるまちだと思いました。 

（人） 

（Ｎ＝33） 

[表７]野田市のまちの変化絵巻（一部抜粋） 

 

[資料10]単元学習後の児童の感想 

 [表８]単元学習後における児童の見取り 

 


